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研究における HPC 利用の課題
ナノスケールの化学反応を明らかにする電子状態計算や、生体の秘密を紐解く

ゲノム解析、地球規模の気候変動予測、そしてディープラーニング。ハイ・パフォー

マンス・コンピューティング (high-performance computing: HPC) は数え切

れない科学的成果をもたらすがゆえに、その需要が急増しています。

大学内に構築されたオンプレミスの HPC サーバーだけで、そのニーズをすべて

満たすことは困難です。特に、年度末や学会前などの需要が集中する時期は、

計算需要がシステム処理能力の上限に達してしまい、ジョブが実行されるまで

長い時間を待たなければなりません。どんなに素晴らしいアイデアを閃いたとし

ても、自由に、望むタイミングで大規模計算をすることはできないのです。

さらに、オンプレミスの場合は、次のリプレイスまでその性能を使い続けなければ

ならないという問題が生じます。スーパーコンピューターに GPU が搭載されていな

ければ、ユーザーの要求に答えることはできないでしょう。最新のディープラーニン

グの実行環境が整っておらず、研究課題にすぐに取り掛かれないかもしれません。

また、管理者の視点で見れば、消費電力の大きなスパコンはコストがかさみ、

保守・運用に多大な手間のかかる存在です。メンテナンスのためにシステムを

停止すれば、当然、その間は利用することができません。

こうしたオンプレミス HPC の制約は、優れた研究の妨げとなってしまっているの

です。

実は、高価な研究機材をオンデマンドで利用するように、HPC も必要な時に、

必要なだけリソースを利用することができます。それが「クラウド HPC」です。

クラウドネットワークを介して、高度な処理計算が実行可能なのです。

すべての研究が、当初の計画通りに運ぶとは言えません。突発的なニーズが発

生したり、一時的にコンピューティングリソースを増強させたい場合に、クラウ

ド HPC は大きなメリットを発揮します。オンプレミス HPC でリソースを増強す

るには、ハードウェアそのものを追加・交換する必要がありますが、クラウド 

HPC ならば管理画面を数回クリックするだけで完了するのです。通常はオンプ

レミス HPC を利用して、処理しきれなかった時のみ、クラウド上の計算リソース

を使う「ハイブリッド利用」も可能です。

また、ハイブリッドとは逆に、オンプレミスとの計算機環境とは切り離して、ク

ラウド上にすべてのリソース ( ヘッドノード・計算ノード・ストレージ等 ) を置く「フ

ルクラウド利用」は、期間が定められているプロジェクトや、複数大学間での

共同研究などで特に利用されています。

そしてもちろんクラウド HPC ならば、システムを研究テーマに合わせて最適化す

ることができます。とりわけ CPU や GPU、ネットワークなどの進化の著しいハー

ドウェアにおいて、最新の機能をすぐに利用できるクラウド HPC は、研究のア

ウトプットまでの時間を劇的に短縮することが可能となるでしょう。管理者を悩

ませていた電気代と保守運用のコストからも解放され、システムがすべて使えな

くなるといった事態が発生することもありません。

クラウド HPC のメリット

次のリプレイスまで使い続ける必要がある

消費電力が大きい

データセンターの占有・限りあるリソースの共同利用

突発的なリソース要求に対応できない

特殊な設定をすることが困難

運用・管理が面倒

システムメンテナンスによるシステム停止

Demand for HPC infrastructure

New business demands

Regulations AI IOT Data analytics
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システム処理能力上限

ジョブの混雑による待ち時間
大規模計算の制限
処理時間の制限

•
•
•

システム(CPU, GPU, Inter Connect(InfiniBand)の陳腐化)•
新しいインスタンスに乗換可能

必要な時に必要なリソースを利用可能

利用目的に合わせて個別に設定可能

クラウド事業者がシステム(H/W)の運用管理

ジョブ混雑時には、利用可能な計算リソースを増量可能
オンプレミスのリソース以上の計算リソースを一時的に利用することも可能
リソースの占有が可能
(実行時間に制限がない。使用するリソースを増やして処理時間を短縮)

•
•
•

常に最新のシステムを利用可能•

全システムが同時に停止することはありません
可用性セットの設定／全世界のDCを利用可能•

データセンターはクラウド事業者が管理
利用料金に電力、データセンターのコストも含まれる•

クラウド HPCオンプレミス HPC

システム処理能力上限

システム処理能力上限

ユーザによるシステム需要
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Microsoft Azure のすべてのサービス 一覧:
https://azure.microsoft.com/ja-jp/services/

マイクロソフトの提供するクラウド HPC サービスが "HPC on Azure" です。

HPC on Azure では、非常に高性能な CPU や GPU、InfiniBand を搭載した仮

想マシンを、用途に応じて自由にカスタマイズすることができます。たとえば、

流体解析や気象モデルにはメモリバンド幅が最適化された仕様に、構造解析や

計算化学を実行したい場合はコンピュートインテンシブな仕様にと、最適化な

仮想マシンを選ぶことができるのです。

こうしたインスタンスの作成から運用・管理に至るすべては、クラウド上だけで

完結します。インフラの保守を意識することなく、大規模なクラスターで計算を

実行することができるわけです。

そして、オンプレミスで処理しきれない需要に応じて、処理をクラウドにバー

ストさせるクラウドバースティング機能を構築すれば、既存のオンプレス HPC 

を活かしながら、必要な時に必要な計算を実行することできるようになります。

こうした統合に、大規模なシステム開発は必要ありません。HPC on Azure に

よって、コストを最適化しながら、格段に研究パフォーマンスを向上させるこ

とが可能なのです。

さらに、HPC on Azure は単なる計算環境にとどまりません。Azure の AI や 

IoT、Web、モバイルといった広大な領域のプラットフォーム接続することが可

能です。データを IoT から集め、AI によって計算結果を予測しながら HPC で高

精度な結果を導く、さらに計算結果はリアルタイムに Web サービスで提供する

といったことが可能になります。もちろん、こうしたサービスは ICT の専門家で

なくとも利用することができます。本来の研究以外の範囲に、よけいな時間を

割かれることはもうありません。

情報科学や統計学を用いて新たな科学的知見をもたらすデータサイエンスのア

プローチは、生物学・医学・工学・経済学・社会学・人文科学など、ほとん

どすべての研究に応用することができます。HPC on Azure は Azure のデータ

サイエンス サービスと連携することで、あなたの研究とデータサイエンスとの融

合を可能にします。

データサイエンス専用に構築された "Azure Data Science Virtual Machine" に

は必要なツールが既にインストールされており、高度な分析をすぐに開始するこ

とができます。しかしそれは、専門的なデータサイエンティストでなければ扱え

ないというわけではありません。

たとえば、機械学習のためのプラットフォームである "Azure Machine 

Learning" ならば、コードを書かなくとも、マウスによる直感的な操作で、デー

タの準備やモデルの学習が可能です。精度を高めるためのチューニングや再学

習も自動化されています。

また、"Azure Cognitive Services" には、画像認識や音声認識、自然言語処

理といった既に完成された AI が用意されています。大量の教師データを用意せ

ずとも、顔写真から年齢や性別を読み取ったり、テキストから感情を推測する

ことができるようになります。

HPC on Azure がもたらすもの

データサイエンスを研究に応用する

さまざまなA z ur eサービス群
AI + 機械学習
DevOps
Hybrid + multicloud
ID

•
•
•
•

Web
Windows Virtual Desktop
コンテナー
コンピューティング

•
•
•
•

ストレージ
セキュリティ
データベース
ネットワーク

•
•
•
•

ブロックチェーン
メディア
モノのインターネット (IoT)
モバイル

•
•
•
•

移行
開発者ツール
管理とガバナンス
統合

•
•
•
•

複合現実
分析

•
•
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Azure CycleCloud で HPC クラスターの作成および運用、管理を簡単に

Azure CycleCloud
さまざまなジョブ スケジューラーをサポート

使い慣れたジョブ スケジューラーを利用し、
オンプレミスと同様の利用方法

Data Scientist

HPC User

IT/Admin

CycleCloud のウェブ GUI にて、
クラスターを管理/運用 オンプレミスクラスター

研究室における HPC 利用の課題は、HPC on Azure の利用によって解決すると

前述しました。学会シーズンや論文提出前など、混みあう時期の順番待ちや、実

行環境が最新でないなど、これまで課題となっていたさまざまな制約は、クラウ

ド HPC サービスである HPC on Azure を活用することで解決できます。

そして、この HPC on Azure の運用管理機能を提供するのが、「Azure Cycle 

Cloud」です。無償の管理ソリューションである Azure CycleCloud は、あらゆ

る規模の HPC クラスターやビッグ コンピューティング クラスターを作成、管理、

運用、最適な設計が行えます。

Azure CycleCloud ではオープンソース、サードパーティ、商用のアプリケー

ションまで、あらゆるジョブ スケジューラーまたはソフトウェア スタックがサ

ポートされています。使い慣れたジョブ スケジューラーを利用することで、既存

の HPC 環境と同じように利用することが可能です。またノードの構成、監視や

権限管理なども提供するので、一元的に Azure のリソースを管理できます。

HPC クラスターを任意のサイズに自動スケーリングできる点も大きなメリット

です。リソースの需要は研究テーマやシーズン (学会シーズンや年度末の論文

提出前など) により変化し、クラスターも需要に応じて変化させることが可能で

す。研究テーマに合わせた計算機リソースの追加やカスタマイズすることが可

能であり、また、ジョブスケジューラーにより計算機リソースをオートスケールで

き、リソースをワークロードに合わせることができます。

従来のオンプレミスの HPC 環境を研究室で運用、管理する場合は、ハード

ウェアおよびソフトウェアのメンテナンスなどは研究室員が担当しなくてはな

らず、本来の研究に専念できないといった課題がありました。A z u r e  

CycleCloud では、ハードウェアのメンテナンスは不要になり、またクラスター

の管理は Web 画面上で簡単に行えるため研究室員は研究に専念することが

できます。また、共同利用であるセンターのスパコンではできなかった、個別の

構成や柔軟なカスタマイズも Azure CycleCloud を使うことで可能になります。

 HPC クラスターを簡単に作成および管理
  ■ CycleCloud のウェブアプリケーションから HPC クラスターの構築や管理が可能

 あらゆるジョブ スケジューラーまたはソフトウェアスタックを使用
  ■ Slurm, Grid Engine, HPC Pack, HTCondor, LSF, PBS Pro, Symphony などさまざまなジョブ スケジューラーを選択可能
  ■ HPC アプリケーションやディープラーニングのフレームワークをインストール済みのイメージーを利用可能
  ■ カスタムイメージでアプリケーションやジョブ スケジューラーのカスタマイズ可能

 HPC クラスターを任意のサイズに自動スケーリング
  ■ リソースの需要に合わせて、スケジューラー対応の自動スケーリング機能

 クラスターを制御および監視
  ■ Active Directory や LDAP サーバーと統合しロールベースのアクセス制御を提供
  ■ コストの通知および制御
  ■ パフォーマンスの監視

 クラスターをカスタマイズ
  ■ テンプレートにより、目的に合わせたクラスタ構成やアプリケーションをカスタマイズ可能

 ハイブリッド HPC を実現
  ■ Avere, Microsoft HPC Pack, 組み込みのデータ転送ツールのサポートにより、バーストおよびオンプレミス環境との
      ハイブリッド HPC 環境を実現

ジョブが投入時に計算ノードが自動起動
ジョブが終了時に計算ノードが自動停止
ジョブがないときのは計算ノードは停止
コスト最適化

計算ノードのオートスケール

CycleCloud クラスター

Azure CycleCloud
Server

テンプレート

テンプレートで
クラスターをカスタマイズ

Symphony

$ qsub go.sh

マスターノード

計算ノード
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機械学習、ディープラーニング、画像処理、信号処理、制御設計、シミュレーショ

ンなど、デスクトップで行っている MATLAB や Simulink のさまざまな処理を、

クラウドで実行することができます。

クラウド環境のマルチ CPU や、GPU、ストレージなどを手軽に利用して、

MATLAB の処理を柔軟にスケールアップすることができます。

時間の掛かるディープラーニングモデルの学習をクラウドの GPU を使って高速化

したり、メモリ不足になってしまうビッグデータ解析をクラウド環境でメモリの心

配をせずに実行したり、車両運動シミュレーションのパラメータスタディをクラ

ウドのマルチ CPU で並列に処理したりすることもできます。

MATLAB をクラウド環境で

クラウドでの  MATL ABの使用について:
ht tps : // jp.mathwork s .com/solut ions/cloud.html

MATLAB を Azure で利用するためにソフトウェアを自

分でインストールする必要はありません。Azure 

Marketplace から MATLAB がインストールされた環境

を素早く作成することができます。

もちろん、カスタムで MATLAB をインストールすること

もできます。

Azure での MATLAB 利用

機械学習

ディープラーニング

画像処理

ビッグデータ解析

IoT

シミュレーション
統計処理

マルチ CPU データベース

ストレージ
GPU

HPC
仮想マシン

A zure  MarketplaceのMATL AB:
ht tps : //azuremarketplace.microsof t .com/ ja-jp
/marketplace/apps/mathwork s- inc .matlab-byol

MathWorks 製品について
MATLAB は、アルゴリズム開発、データ解析、可視化、数値計算のためのプログラミング環境を提供します。Simulink は、マルチドメイン

および組み込みエンジニアリング システムのシミュレーションとモデルベースデザインのためのブロック線図環境です。世界中のエンジニアや科

学者が、自動車、航空宇宙、通信、エレクトロニクス、産業オートメーションなどの産業分野において、革新、開発を加速させるためのツール

として利用しており、世界各国の大学や教育機関においても教育および研究に欠かせないツールとして活用されています。
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Campus-Wide License の詳細はこちら:
https://jp.mathworks.com/products/matlab-campus

MATLAB Parallel Server を使って、MATLAB や Simulink の並列計算をクラス

ターサーバーに拡張することができます。

Azure 上で HPC 環境を手軽に構築できる Azure CycleCloud と組み合わせて

使うことで、MATLAB や Simulink の並列処理を柔軟にスケールアウトすること

ができます。

Azure CycleCloud の MATLAB Parallel Server にジョブを投げるのは、Azure 

上の仮想マシンの MATLAB からでも、ローカル PC の MATLAB からでも可能

です。使い慣れた手元の PC から、重たい処理だけ Azure CycleCloud に飛ば

すことができます。

Azure CycleCloud と MATLAB Parallel Server を使った大規模処理

MATLAB の Campus-Wide License により、すべての学生、教職員、および

研究者が、キャンパスの内外で、あらゆるデバイス上で、MATLAB と Simulink 

製品を制限なく使用することができます。また、指導、学習、および共同研究

をサポートする幅広いリソースを利用できます。さらに、MATLAB プログラムや 

Simulink シミュレーションをクラスター、クラウド、HPC センターへ拡張するた

めのオープンアクセスを提供します。

Campus-Wide License を利用することで、MATLAB や Simulink、MATLAB 

Parallel Server を、ライセンスの心配なく Azure で活用することができます。

MATLAB の全学包括ライセンス (Campus-Wide License)

● すべての教職員、学生、研究者が利用可能
● 大学のデバイスでも個人のデバイスでも利用可能
● 学内、ラボ、フィールド、自宅で、オフネットワークでも利用可能
● 最新かつ最大構成の製品群を利用可能
● 各エンドユーザーがポータルからセルフサービス方式で利用可能
● IT 管理の負担軽減
● クラウドでも利用可能

● MATLAB Online: Web ブラウザーでの MATLAB 利用
● MATLAB Live Editor: 実行可能なノートブック
● MATLAB Grader: 自動採点可能な MATLAB 課題の作成
● 自己学習用オンライン トレーニングコース

Campus-Wide License の特長 授業や研究に役立つツールとリソースを提供

. . .
. . .

. . .

ローカル PC から
仮想マシン から

Azure Azure Cycle Cloud

MATLAB Parallel 
Server

Azure Blob Strage

MathWorks 製品に関する詳細やお問い合わせはこちら

https://jp.mathworks.com
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「クラウド ソリューション プロバイダー (CSP)」が支援
研究室の Azure 利用を

クラウド ソリューション プロバイダー (Cloud Solution Provider: CSP) は、クラウドのトータル サポートを行うパートナー企業で
す。自社の持つサービスやアプリケーションとマイクロソフトのクラウド サービスを組み合わせ、統合ソリューションとして提供して
います。お客様はクラウドサービスの維持、契約更新、サポートを一貫したサービスとして受けることができるようになります。

MCA マイクロソフト クラウド アグリーメントは、CSP の協力のもと、フレキシブルな契約体系でクラウド サービスご購入いただけるプ

ログラムです。CSP は、マイクロソフト製品と自社のソリューションを組み合わせ、お客様に最適なクラウド ソリューションを提供し、

購入から導入、使用にいたるまでの過程をお手伝します。

マイクロソフト製品とパートナー ソリューションを組み合わせたフレキシブルなライセンス

マイクロソフト教育機関向けライセンス

Microsoft Cloud Agreement
MCA マイクロソフト クラウド アグリーメント

※  提供されているクラウド ソリューションは各 CSP により異なります。詳細は、それぞれの CSP にお問い合わせください。
※  CSP は、AEP（  Authorized Education  Par tner） 資格を有するパートナーである必要があります。

CSP の検索はこちら

https://aka.ms/solution-providers

パートナー ソリューション
付加価値モデル

MCA の販売方法

パートナー主導 マネージド  サービス フレキシブルな契約体系

Microsoft Cloud Agreement

Microsoft 

契約CSP

クラウド サービス、クラウド製品、
カスタマー サポートを提供

お客様

Microsoft Cloud Reseller Agreement

研究を加速するクラウド時代のハイパフォーマンス コンピューティング HPC on Microsoft Azure



バウチャープラン for Microsoft Azure
大学生協で買える「事前支払い型  Azure 利用プラン」

「バウチャープラン for Microsoft Azure」は、本来は従量課金となる Azure の各サービスを「事前支払型」で利用できるプ
ランです。Microsoft Azure の定額利用権を事前に購入することで、スムーズな導入が可能になります。

必要な時に必要な分だけ利用できるクラウドのメリットを活かし、新しいプロジェクトや期間が決まっているもの、複数名で共有す
るなどフレキシブルな利用が可能に。需要が集中する学会前や年度末にも、スピーディーな計算を実現。研究ごとの個別最適化
を図ることも可能です。データセンターはマイクロソフトの管理下にあり、厳格な要件を満たした高度なセキュリティ環境の下で安
心して研究を進めることができます。進化の早い IT、特にクラウド分野の最新機能や新しい GPU インスタンスをすぐに利用でき
ることも大きなメリットです。

バウチャープラン for Microsoft Azure を活用して、研究を加速させましょう。

主な特徴

お問い合わせはこちら：cloud@knowledgecommunication.jp

販売元： ナレッジコミュニケーション

バウチャープラン for Microsoft Azure についての詳細はこちら

https://www.knowledgecommunication.jp/

バウチャープラン for Microsoft Azure では、定額チケット制による事前支払
い型のサービスを提供しております。定額チケットは初回 ¥99,900 円 ( 税
込 ) 、追加は ¥29,800 から 3 パターンの定額チケットをご用意。ユーザーは
定額チケットを先にご購入いただき、その範囲内で Microsoft Azure サー
ビスを利用いただくことができます。
また、事前に定額チケットを購入いただくことで、スムーズな予算・稟議申
請が可能となります。

サービス内容について
■ Microsoft Azure のご利用額に応じて、あらかじめご契約いただいた契約金額に充当致します。
■ アカウントは申請書受領後 5 営業日以内に、メールにて納品いたします。
■ ご請求書は、日本円での請求書払いです (初回購入及び、追加購入時 )。
■ お客様のご要望に応じて、Microsoft Azure のメンテナンス設定等の各種設定を代行致します。
■ 直接契約の場合、有償となる Microsoft Azure 技術サポートをプラン内でご提供致します。
　(Microsoft Azure サポートの提供がベースになります。)
■ Microsoft Azure の利用料金が確認できる「Microsoft Azure Cost Management」を
　ご提供いたします。
■ Microsoft Azure 利用料がバウチャー利用分の 7 割に達した際は、ご連絡いたします。

有効期限
■ 初回バウチャーの有効期限はアカウント提供日から 12 か月となります。
　※追加バウチャーをご購入いただいた場合は、有効期限を追加購入日から 12 か月延長いたします。

■ 有効期限終了後は、対象アカウントを削除いたします。

注意事項
■ 未使用チケット代金は、如何なる理由 (アカウント解約、有効期限切れ等 ) があろうとも
　ご返金いたしませんのでご了承下さい。
■ 予約インスタンスはご利用頂けません。
■ Microsoft Azure のご利用金額が残高超過をした場合は実費でのご請求となります。
　※ 残高超過後も、Microsoft Azure サービスのご利用を停止しない限り Microsoft Azure 利用料は
　　発生し続けます。
　※ 残高超過分は月末締め翌月 10 日までにメールにて請求書を送付いたします。

■ バウチャー利用中に消費税に変更が生じた場合の取り扱いについては別途協議させていただ
　きます。

定額チケットで利用可能
現在利用している Microsoft Azure サービスの利用金額は、
Microsoft Azure Cost Management でいつでも確認が可
能です。
そのため、Microsoft Azure サービスの利用超過や予算オー
バーといった事態を回避できます。

利用状況をいつでも確認可能

https://azure.kc-cloud.jp/azure_voucher.html

研究を加速するクラウド時代のハイパフォーマンス コンピューティング HPC on Microsoft Azure
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本リーフレットついてのお問い合わせ
本リーフレットに記載された情報は制作当時 (2021 年 8 月) のものであり、閲覧される時点では、変更されている可能性があることをご了承ください。 
本リーフレットは情報提供のみを目的としています。Microsoft は、明示的または暗示的を問わず、本書にいかなる保証も与えるものではありません。
製品に関するお問い合わせは次のインフォメーションをご利用ください。
■インターネット ホームページ https://www.microsoft.com/ja-jp/
■マイクロソフト カスタマー インフォメーションセンター 0120-41-6755 (9:00 ～ 17:30 土日祝日、弊社指定休業日を除く)
※電話番号のおかけ間違いにご注意ください。
＊記載されている、会社名、製品名、ロゴ等は、各社の登録商標または商標です。
＊製品の仕様は、予告なく変更することがあります。予めご了承ください。
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研究室の Azure 活用事例

奈良先端科学技術大学院大学では、深層学習を使った研究が増えており、GPU を
活用したハイ パフォーマンス コンピューティング (HPC) 環境をどう整備するかが
重要な課題になっていました。次 と々新製品が登場する GPU の世界、4 年サイクル
の調達では最新技術の活用は困難と判断した同校は、Microsoft Azure を活用
した HPC 環境のクラウド化を選択します。研究開発で常に最新の GPU を活用で
きる点や、論文などが集中する時期のリソース需要にフレキシブルにスケール可能
である点に大きな期待を寄せています。

研究用 HPC をクラウド化するため HPC on Azure を導入、
常に最新の GPU を活用できるスケーラブルな環境を実現

奈良先端科学技術大学院大学

1999 年 CSK 社 ( 現 SCSK 社 ) と SEGA 社のジョイントベンチャーとして設立。
「世界のシゴトをたのしくする」という中期ビジョンのもと開発した
「Goalous」「Mamoru PUSH」「Mamoru Biz」の運営や、クラウド活用支援・
セキュリティ・決済代行・WEB アプリ開発などの事業を展開。2020 年 6 月
に株式会社 ISAO から株式会社 Colorkrew (カラクル ) に商号変更。

クラウドマネジメントサービス「くらまね」は、クラウドの販売・構築・運用・監視・
SOC・アドバイザリー・PoC 支援など、クライアントのニーズに合わせたさま
ざまなサポートを実現。

研究室における Azure 上での HPC 利用を支援する 
Colorkrew のクラウド活用支援サービス

株式会社  colorkrew

所在地:  〒111-0053 東京都台東区浅草橋 5-20-8 CS タワー 7 階
お問い合わせ:  03-5825-9339 (平日 10 時～ 18 時)
コーポレートサイト URL: https://www.colorkrew.com/

導入パートナー

https://aka.ms/naist

2015 年に Azure の国内リージョンが提供された頃に Azure パートナーとして
活動を開始。大手企業における Azure Machine Learning Studio や Azure  

Databricks などのデータ分析サービスの利用支援に注力。「ナレコムクラウド 

for Azure」では、設計から運用までクラウドに特化した人材で対応を行いデー
タ分析のみならず幅広いシステムとお客様のニーズに合わせたサポートを行っ
ています。

「定額チケット制で Azure を最大限活用」研究機関での
データ分析 / クラウド利用を支援する 
Azure バウチャープラン

株式会社
ナレッジコミュニケーション

所在地  :  〒272-0143　千葉県市川市相之川3-13-23　丸伝小川ビル3F
お問い合わせ:  047-397-8897 (平日 9 時～ 18 時)
コーポレートサイト URL: https://www.knowledgecommunication.jp/

 (NAIST)


